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•第5次総合計画

当別町生涯学習推進計画
当別町「協働の指針」
当別町地域公共交通総合連携計画
東海大学との学官連携に関する基本協定

北海道医療大学の当別キャンパスには、歯学・薬学・看護福祉学の分野をはじめとして様々な情報があ
り、また、ボランティアで積極的に活動する多くの学生がいます。今後も大学と連携し、学生の地域活動
を支援するとともに、大学のノウハウを町民の学習活動に活かしながら、まちづくりに対する協力体制を
構築します。
町民だけではなく、札幌市民をはじめとする多くの町外学生が学んでいる北海道当別高等学校は、普通
科・家政科に加え、当別町の基幹産業とリンクする農業科・園芸デザイン科があり、また、先進的な国際
貢献をめざして活動している国際協力クラブがありますが、それぞれの活動を尊重しながら、地域の活性
化につながるよう、連携の強化に努めます。
国際交流を推進する上で、北欧との交流研究を進めている東海大学と連携協定を締結し、学官連携によ
り推進する体制を構築しています。今後も様々な分野において、専門的知識を有する大学など高等教育
機関との連携を強化し、専門的・学術的な考え方を取り入れた施策の展開に努めます。
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関連計画

● 高等教育機関との連携
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北海道医療大学総合図書館との相互貸借事業
生涯学習講座など文化活動推進の連携
学生活動支援サポート事業
学官連携事業
当別町コミュニティバス運行事業（地域公共交通活性化事業）
東海大学北海道キャンパスとの連携協定による国際交流の推進

想定される事業

背　景

　社会の成熟化、国際化、情報化などを背景に、住民の生活様式や価値観の多様化が一段と進
み、町民一人ひとりの個性や能力を発揮できる地域づくりが求められています。

　多様な学習ニーズに的確に対応するとともに、町民が地域の課題などへ主体的に取り組める
よう、学習情報の提供や学習支援・相談体制の充実が求められています。

　当別町には、医療系総合大学の北海道医療大学と札幌圏域高校の北海道当別高等学校が
あり、専門的教育資源として、設立より町民の生涯学習活動の推進に大きく関係しています。こ
れら高等教育機関と連携した取り組みにより、文教都市としてのまちづくりが求められています。

　地域社会との関わりを深め、豊かな人間性と国際感覚を身につけた人材の育成が求められて
います。

施策の方向性 
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① 生涯学習の推進

当別町生涯学習推進計画
当別町社会教育推進計画
当別町「協働の指針」

住民ニーズに対応した生涯学習推進事業
学習情報の提供や相談機能の整備
主体的な学習活動に対する支援事業
当別町人材育成基金の活用推進事業
人材バンク事業
生涯学習関連施設の管理運営

多様な学習ニーズを把握し対応するために、高等教育機関や団体・組織・近隣自治体と連携協力すると
ともに、学習成果を活かし社会の中で自己実現を図ることができる生涯学習社会の構築に努めます。
地域住民が自ら地域課題へ主体的に取り組めるよう、学習情報の提供や相談機能の充実に努めます。
町内の施設や人材、環境など学習資源の有効活用に努めます。
活力と魅力に満ちたまちづくりを推進する人材を育成するために、当別町人材育成基金を活用して、調
査研究・交流・研修などへの支援に努めます。
住民の学習活動を支える生涯学習関連施設の適正な管理運営に努めます。
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指標・目標

（H19）10.8％　　　（H30）���� ％以上

学習機会の満足度

関連計画 想定される事業

● 生涯学習活動の促進

（２） すてきな人づくり（子育て・生涯学習）
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